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景観法制定以来，地域の歴史と文化に根ざした，地域住民を主体とした景観

形成が望まれている．一方，地域防災においては，自助・共助・公助のあり方

の見直しや，地域住民の自主防災活動に対する期待が高まっている．本研究で

は，地域の歴史を活かした防災文化を育むことを目的として，リスクコミュニ

ケーション手法を提案する．具体的には，坪井川が流れる熊本市中心部の壺川

小学校校区を対象とした地域防災計画に資するものである，まず，本研究にお

ける地域の歴史の定義を行い，土木史的調査に基づいた歴史的環境情報を取り

入れた防災マップを作成した．次に，これを用いて対象地において自主防災組

織を通じた防災まち歩きを行った． 
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